第11回　施設処遇検討会議　議事録

H19.6.25　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・小坂・小松・山田・山口・原・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・長谷部A.O.M・清水S.G.M・佐々木・三浦）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：山口

議題

１：倉石　ヨシエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：田澤　勝敏　様　　（青山荘入所者様）の処遇について

３：松永　勘五郎　様　（青明舎利用者様）の処遇について

１：倉石　ヨシエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：高血圧

＜問題点＞

①体重過多（おやつの制限に不機嫌となり聞き入れない）

→・ 低カロリーのものに切り替えるようアドバイスするとともに、健康プログラムを通して意識づけする

· 毎日、朝の体操や散策を促し、一緒に行う。

　　②妄想的発言を理由に身体的不調を訴えたり、物事を拒否したりする

　　→・　発言を傾聴し、本人の不安を受容しつつ不安の軽減に努める。

· 何度も説明しながら促し、一緒に実践してみる。

· 不調時には休養してもらい、ゆっくりと待つ。

　　③環境の変化を嫌う（初めて体験する事柄や場所）　

　　→・いつも側で見守っていることを伝え、安心感を持たせる。

　　　・スタッフが一緒に行いながら、出来ることは評価し、自身につなげる。

　＜評価＞

　　妄想に基づく発言は聞かれるものの、際立つことはない。現在は体重過多や老化による身体機能の低下が心配される。痴呆の兆候は見られないものの、内面的観察が必要となる。また、保護者が姪であることから、成年後見制度利用検討も視野に入れて支援を行っていく。

２：田澤　勝敏　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

＜問題点＞

1 他者に対して批判的（トラブルに発展する恐れもある）

→・　SST等を活用し、「相手を受け入れる」技術の獲得を図る。

· 日課・生活行動パターンを独自で決め、他者と時間や場所の調整を図れないため、「何時に」「どこで」「何を行うか」事前に職員と決めておく。

· 相手が少数の場合、特に否定的な態度が強くなるため、全員参加のプログラム時を利用し、全員の一致した意見を本人に伝える。

· 本人の趣味を活動を職員・他者と一緒に行い、趣味を拡大することで、ストレスの除去を図る。

　＜評価＞

　　退所まで数ヶ月しかないため、現在の問題点に対して働きかけるだけではなく、退所後の生活に向けた支援に重点を置く必要がある。その為、受け入れ側（むつ市福祉事務所、福祉施設、実家に居住する三男など）の体制を整え、調整していく必要がある。

３：松永　勘五郎　様　（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 栄養の偏りがある（朝食はいつもパンばかり食べている）

→標準体重（50ｋｇ）以下になった場合は、食事サービスを利用することを本人と話し合っていく

2 体調不良時に自分から訴えることが上手く出来ない。

→ＧＨ訪問の際に安否確認を行い、うみねこ幸房やナイトケアを休む際には連絡を入れるように説明する。

＜評価＞

　食事摂取状況が悪い。関係機関の協力を得ながら、食事を確実に行う様に促す必要がある。青山荘での食事摂取（青明舎給食利用）を促すことは必要と考えられ、促している最中であるが、本人は拒否傾向であるため、その必要性を説明・理解を求めると同時に、「昼食は青山荘で確実に行う」などやや強く促し、規制をかけても良いのではないか？また、それでも拒否がある場合は、配食サービスなど他の手段を考える必要がある。夏の季節は特に食事摂取状況が悪化する為、摂取状況を観察する手段を検討しなければならない。

　また、利用機関を休む場合は、「グループホームのＰＨＳが使用できない」「どの様に連絡すれば良いか分からない」など手段により連絡できないことが考えられ、その技術向上を図る手段を検討する必要がある。青明舎を利用し、一緒に練習をすることが好ましい。
